
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
次
夕

　
新
潟
県
中
越
地
震
で
大
き

な
被
害
を
受
け
た
県
中
部
の

長
岡
市
な
ど
四
市
四
町
で
二

土
八
日
現
在
、
四
百
七
十
人

以
上
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
作

業
に
当
た
っ
た
。
避
難
所
で笑顔で給水活動に当たるボラン

ティア＝26日、新湯県小千谷市

食
事
を
配
る
な
ど
本
格
的
に

始
動
し
た
。

　
被
災
し
た
自
治
体
や
県
の

災
害
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
本

部
に
は
、
全
国
各
地
か
ら
問

い
合
わ
せ
が
殺
到
し
て
お

り
、
担
当
者
は
「
圧
倒
的
人

手
不
足
の
折
に
大
変
あ
り
か

た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

　
各
自
治
体
な
ど
に
よ
る

と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
長
岡

市
が
百
九
十
八
人
、
小
千
谷

市
九
十
九
人
、
十
日
町
市
約

五
十
人
、
栃
尾
市
二
十
九
人
、

越
路
町
約
五
十
人
な
ど
。
自

治
体
に
登
録
せ
ず
、
自
主
判

断
で
被
災
地
に
入
っ
た
人
も

多
い
と
み
ら
れ
る
。

　
長
岡
市
の
社
会
福
祉
協
議

会
に
設
置
さ
れ
た
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
。
「
炊

き
出
し
の
容
器
が
必
要
だ
」

　
「
支
援
金
ｎ
座
を
旱
く
つ
く

ろ
う
」
と
社
協
職
員
や
他
県

か
ら
駆
け
つ
け
た
市
民
団

体
メ
ン
バ
ー
ら
が
机
を
囲

み
活
動
方
針
を
話
し
合
っ

た
。

　
そ
の
横
で
受
け
付
け
を
終

え
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
｀
ア
が
即
座

に
避
難
所
に
向
か
っ
た
。

　
岡
山
県
内
で
も

　
救
援
物
資
募
る

　
新
潟
県
中
越
地
震
の
被
災

者
へ
の
義
援
金
や
救
援
物
資

の
募
集
が
、
岡
山
県
内
で
広

が
っ
て
い
る
。
‐

　
岡
山
県
は
二
十
六
日
、
毛

布
や
タ
オ
ル
ケ
ッ
ト
な
ど
約

二
千
点
を
新
潟
県
に
提
供
す

る
方
針
を
決
定
。
笠
岡
市
（
Ｏ

８
６
５
⑩
２
１
２
１
）
も
同

日
、
義
援
金
と
現
地
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
受
け
付
け
を
始

め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
希
望
者

に
は
、
同
市
が
現
地
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
本
部
と
調
整
し

派
遣
場
所
な
ど
を
連
絡
す

る
。

　
岡
山
県
哲
多
町
田
淵
の
公

設
国
際
貢
献
大
学
校
（
０
８

６
７
⑩
２
０
６
２
）
は
、
毛

布
や
使
い
切
り
カ
イ
ロ
、
紙

お
む
つ
な
ど
、
被
災
者
の
防

寒
・
生
活
用
品
を
募
集
。
同

大
学
校
か
哲
多
町
役
場
で
受
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け
付
け
る
。

　
岡
山
県
山
陽
町
（
０
８
６

９
⑩
１
１
１
１
）
も
町
役
場

で
義
援
金
受
け
付
け
を
始

め
、
今
後
、
公
民
館
や
図
書

館
な
ど
各
施
設
に
窓
□
を
広

げ
る
予
定
。

　
ま
た
、
笠
岡
市
笠
岡
の
カ

ト
リ
ッ
ク
笠
岡
教
会
（
０
８

６
５
⑩
２
２
３
２
）
は
、
義

援
金
と
新
品
の
タ
オ
ル
と
タ

オ
ル
ケ
ッ
ト
、
清
潔
な
毛
布

の
五
種
類
を
二
十
九
土
干

二
日
（
午
前
九
時
～
午
後
ハ

訪
）
の
開
受
け
付
け
る
。
岡

’
山
高
島
屋
（
岡
山
市
本
町
）

ぞ
も
二
十
七
日
か
ら
十
一
月

末
ま
で
、
台
風
被
害
を
受
け

た
岡
山
県
と
地
震
被
害
の
新

潟
県
向
け
の
募
金
箱
を
一
階

に
設
置
す
る
。
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